
金沢学院大学・金沢学院短期大学の教員養成に対する理念・構想 

 

本学の教員養成の理念は、建学の精神「愛と理性」と教育理念「創造」及び教育指針（１）

ふるさとを愛し、地域社会に貢献する。（２）良識を培い、礼節を重んじる。（３）社会の

要請に応え、構想する力、実践する力を育む。の 3つを具現化することである。本学では、

教育に対する情熱である「愛」と道義的な冷静さである「理性」を併せ持つ、つまり教育

指針にいう良識と礼節を持つと同時に、ふるさとを愛する心を育み、地域社会に貢献でき

る教員、社会の要請に応え構想力、実践力を身につけた豊かな人間性を有する教員の養成

を目指している。換言すれば、グローバルな時代に対応した持続可能な地域社会を実現す

るために、これからの時代を生きる、地域社会を支える人材を育て、「創造的貢献」を実践

できる教育者の輩出を目指している。 

本学の教職課程においては、教職志望者個々人の特定の教科教育の力量を形成するだけ

に留まらず、様々な教科特性の理解や協働性の構築、教科の枠を超えた人間力・教師の職

能成長を促進することを意図した教員養成を実施するため、学科等の異なる学生同士が学

び合える教育課程を編成している。また、学校現場での勤務経験のある実務家教員を採用

し、現場での実践例も踏まえた形で、主体的・協働的学び（アクティブラーニング）を導

入した、理論と実践の融合を目指している。 

さらに、平成 30年 4月より、本学の教員養成全体を俯瞰することを目的とし、専任の教

職員を置く「教職センター」を設置している。教職センターでは、教職課程を履修する学

生に対し、授業担当教員だけではなく、センター教職員が個別に面談を行うなど、学生の

指導や支援を行っている。また、月曜から木曜の５時限目及び金曜の４時限目の時間を活

用して教員採用試験対策講座を開講し、一年次から、教職に就くことを意識させるととも

に、「一般教養」「教職教養」等に関する知識の定着をはかっている。 

以上のように、教育課程内における主体的・協働的な学修、定期面談による個々の人間

力・職能成長、そして教職センターにおける時間外学修の促進を基本的な柱とした教員養

成により、教職の使命観と高い実践力を有する、知的で魅力的な人材を輩出することを構

想している。 

 

各学科の教員養成に対する理念・構想 

＜文学部教育学科＞ 

 教育学科は、「教育は国の基本」であるとの理念のもと、時代の要請に応えるべき、高 

度な教職の専門性と教育実践力をもち、かつ豊かな人間愛をそなえた、高度専門職業人と 

しての教員養成を最大の目標としている。 

具体的には、教育学科の 3 ポリシーを具現化した教員養成、すなわち、国際化の進展、

多文化共生社会の到来を直視し、希望ある未来社会の創り手として、自立した人間であり、

他者と協働しながら、創造的に生き、何事にも主体的に取り組もうとする意欲や、多様性



を尊重する態度、他者と協働するためのリーダーシップやチームワーク、コミュニケーシ

ョン能力、豊かな感性や優しさ、思いやり等の資質・能力をもつ、国際的視野と人間的魅

力に溢れた人材の育成を具現化できる教員を養成していく。 

 

＜文学部文学科＞ 

文学科には学生の学びの軸となる日本文学・英米文学・心理学・歴史学の 4 つの専攻分

野を置き、日本文学・英米文学・歴史学の 3専攻において教員を養成している。 

日本文学専攻では、日本語や日本文学に関する総合的な概説科目から学修を始め、文学

と言葉についての基礎的知識を幅広く身に付けることができるように科目を配置しており、

中学・高校の国語科教員を育成することとしている。 

また、他専攻から英語や心理学、歴史学といった、これからの学校教育を担う人材に欠

かせない分野の科目を履修させることが可能となっており、本専攻では日本文学に関する

知識だけでなく、豊かな感受性と鋭敏な論理性を持った教育者を輩出することを目指して

いる。 

英米文学専攻では、英語という言語がこれまでに作り出してきた文学や文化に関する基

礎的概念、英語学諸分野の方法論を学び、英語という言語の分析をとおして、科学的・論

理的に物事を考える力が身につくよう科目を配置しており、中学・高校の英語科教員を育

成することとしている。 

また他専攻から、英語を教えるうえでの日本語力や心理学、歴史観などの専門知識を修

得させる科目を修得することにより、多様な知見を持った教育者を輩出することを目指し

ている。 

歴史学専攻では、日本史、外国史、考古学といった歴史全般を学び、歴史に対する理解

を深めるとともに、人文地理や自然地理、地誌といった地理学の学びを加え、中学（社会）・

高校（地理歴史）の教員を育成する科目を配置している。 

加えて、他専攻科目から、日本語・英語などの語学力を高める科目や、日本・英米文学

等の科目により、多様な学びを通して、バランス感覚を持った教育者を輩出することを目

指している。 

  

＜経営情報学部経営情報学科＞ 

経営情報学科では、経済の仕組み、あるいは経営を取り巻く経済動向を多面的に分析す

る力を身につけて、地域社会に貢献できる人材、中でも中学校や高等学校の教員として活

躍できる人材を育成することを目指している。 

経済の仕組みを学ぶうえで、日本及び周辺諸国との歴史的背景、あるいは、国際的な政

治・経済事情を把握することは、不可欠なことと考えている。そのため、政治学や歴史学、

地理学など人文・社会科学系の学問を幅広く学修することが可能なカリキュラムを編成し、

広い視野で経済の仕組みを学べる体制をとることとしている。このように、幅広い視点か



ら経済の仕組みを学ぶことを通して身につく知識や能力を生かし、経済分野に強い以下の

ような教員を育成したいと考える。 

①現代社会を取り巻く環境を、経済を通して分析できる教員を育成する。 

②周辺諸国のみならず、グローバルな視点で社会全体を見渡すことができる教員を育成

する。 

③地域の経済動向をとらえ、情報収集と分析をおこない、常に専門的知識の探求ができ

る教員を育成する。 

 

＜芸術学部芸術学科＞ 

北陸は、伝統工芸をはじめとして、美術的土壌の豊かな地域である。中学・高校教育に

おいても、団塊の世代の教員が退職を迎えつつある状況において、この地域の美術教育の

担い手を養成することは急務である。芸術学科においては、表現領域についての広汎な技

術及び知識と、社会に対する深い洞察力を養成し、円滑な意思疎通や自己表現に資するこ

とのできる創造性豊かな、以下のような教員を育成する。 

①現代社会における芸術の役割を理解し、芸術を通して新たな社会を築くための創造力

と実行力を備えた教員を養成する。 

②個人制作と協働制作の両方の過程を経験することにより、創造的思考・論理的思考の

養成のみならず、社会における自己の役割を認識し、意思決定を行い行動できる教員

を育成する。 

③本学部で養成された創造性や観察力、課題発見・解決能力と芸術の専門的な知識・技

術を活かし、多様な教育環境で活躍できる教員の養成を目指す。 

 

＜人間健康学部スポーツ健康学科＞ 

 スポーツ健康学科は、その教育目標・人材像を「体力等の向上を図る地域のスポーツ愛

好者から競技力の向上を図るアスリートにいたるまでの最先端のトレーニング論と、現代

社会に求められる健康づくりや身体づくりのための健康科学を、理論と実際の面から学び、

スポーツ及び健康にかかわって深く貢献できる次代を担う人材を育成する。」とし、また、

「専門知識と理論の習得はもとより、社会の変化や時代が要請する創造性と革新性を志向

する人材、人格においても高い倫理性と社会的規範を有する人材の育成を目指す。」として

いる。 

 これを実現するために編成した体系的な教育課程では、中学校、高等学校・保健体育科

の教員免許状取得に必要な「教科に関する科目」を適切に配置しており、「教職に関する科

目」の履修とあわせて、保健体育科の教員として必要な資質能力を身に付けた人材を育成

することが可能となっている。 

 また、学校運営上の必要能力を身につけ、高等学校指導要領に示された「学校における

体育・健康に関する指導」の趣旨を活かし、生徒が「より良く生きる力」を育むよう、特



別活動、総合的学習、運動部の活動などとの関連を図り、生徒の心身の健康問題に適切な

対応が出来る学校の全体計画を作成し、さらに家庭や地域社会と連携を取りながら指導が

進められる保健体育教員の養成を目指している。 

 

＜人間健康学部健康栄養学科＞  

健康栄養学科では、教職課程の履修を通じて、学生が教職への理解を深め、教職に就く

ことに対する確固たる信念を持つこと、専門的な知識と技能を自己の中で統合し、教員と

して必要な資質能力の全体を確実に形成することができるよう図っており、学校現場での

実践力や応用力などを取り入れ、教員としての高い専門性の確保を目指している。 

また、教員としての使命感や責任感、教育的愛情等を持って、学級指導や教科指導、生

徒指導等の職務を実践できる資質能力の修得ができるよう、教職課程の個々の科目の履修

により修得する専門的な知識と技能を基に、学校教育に関する理論と実践の融合を強く意

識した教員養成プログラムの実現を目指している。 

この健康栄養学科における教員養成の理念と人材養成の目的を達成するために、次の具

体的な資質能力を備えた栄養教諭を育成することとする。 

①教科指導や生徒指導等に関する基礎的・基本的な資質能力の修得とともに、これらを

基盤とした実践的な指導実践力を持った教員を育成する。 

②豊かな人間性や社会性、常識と教養、礼儀作法を備え、的確な意思疎通により対人関

係を形成できる人格的資質を備えた教員を育成する。 

③他の教職員と協調・協働して責任を果たし、教育活動の活性化に貢献できる基本的な

資質を持った教員を育成する。 

④児童生徒はもとより、教員相互、保護者や地域社会との円滑なコミュニケーションを

図ることができる資質能力を持った教員を育成する。 

⑤主体的・創造的に課題への探求に取り組み、解決するための力を高めるために、継続

的に自己研鑽できる資質能力を備えた教員を育成する。 

⑥常に専門性の向上を図るとともに、不断に最新の専門的知識や指導技術等を身につけ

るための基礎的な研究能力を備えた教員を育成する。 

 

＜金沢学院短期大学幼児教育学科＞ 

幼児教育学科では、人間愛を持った良識ある保育者を育成することを目的としており、

教育・保育の現場でその実践ができる人材を育成することが、本学科の教員養成に対する

理念である。 

特に短期大学であることを踏まえ、保育者として即戦力となるために必要な知識と実践 

的な力を 2年間で身に付けるよう教育課程を編成する。段階を踏んだ実習を核とする教育

システムを構築し、教科で学んだ基礎的な知識や技能を総合的に応用する力を養うことが

できるようカリキュラムを構成する。 



 

＜金沢学院短期大学食物栄養学科＞ 

わが国では少子高齢化など社会環境が大きく変化し、朝食をとらないなどの子どもの食

生活の乱れが指摘されるなど、食生活の多様化が進んでいる中で、食育や健康志向といっ

た「食と栄養」に注目が集まっている。食物栄養学科では、そのような課題に適切に対処

し、学校給食の管理・運営に関わりながら、子どもたちに栄養のとり方や正しい食生活の

あり方についての知識を身につけさせることのできる、食に関する指導の推進に役立つ栄

養教諭を育成する。 

 


